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１　ICT を活用した小テストとその振り返りのた

めの解説動画

芝浦工業大学柏中学高等学校　芝辻　正

　

1．はじめに

　臨時休校の期間においては，生徒に対して様々

な手法を用いて生徒の学びを止めない工夫と努力

がそれぞれの学校において行われていた。学習内

容は各学校が利用できる手段を用いて生徒に伝え

られ，生徒はそれを自宅で対応することとなった。

　本稿では，生徒が学んだ知識の定着度を自分自

身で確認するための小テストと，定着していない

問題を振り返るための動画教材の作成方法につい

て取り上げる。

　一般に ICT の利用により，生徒は場所と時間

を選ばずに学びを進めることができる。ICT を

利用する際の心配事として，各生徒の利用する端

末や OS が異なることが挙げられる。今回は端末

や OS によらず，生徒がインターネット環境とそ

れに接続できる端末（PC，タブレット，スマー

トフォン）が準備できれば取り組むことのできる

内容を紹介する。なお，教員側も基本的に端末を

問わず準備することが可能であるが，作業の効率

を考えると小テストに関しては PC，動画作成に

関しては iPad を利用することが望ましい。

2．実践の内容

2.1 Google フォームを用いた小テスト

　Google フォームを利用すると次の形式で解答

する小テストを作成することができ，答えには，

① 数値　② 選択肢　③ 共通テスト形式（穴埋め）

を設定することが可能である。

　テストを終了して送信すると即時採点される機

能がついている。②，③を利用する場合には問題

ごとにフィードバックのコメントなどを設定する

ことができる。

　Googleフォームは Gmail のアカウントで無料

で利用することができる。

コロナ禍で行ったリモート授業の記録

芝浦工業大学工学部教授　牧下英世

　コロナ禍において，児童・生徒の学びを止めない取り組みをされた全国の先生に敬意を表したい。その

取り組みは，郵便を利用した課題の出題・添削やリモート授業など，多岐にわたる。

　本稿では，コロナ禍のもとリモート授業によって生徒の学びを保障した 4 人の先生の取り組みを紹介す

る。執筆いただいた 4 人の先生は，日々の数学の授業の中で ICT を効果的に活用されている。また，ア

クティブ・ラーニング，解説動画の研究開発でも活躍されている先生方である。

　さて，本稿で紹介するリモート授業は，一般に同期型授業と非同期型授業に分けられる。

　(1) 同期型授業：決められた時間に Web 会議ツールを介して生徒と教師が対面で中継する授業

　(2) 非同期型授業（オンデマンド授業）：収録した授業動画を生徒に視聴させる授業

である。本稿では，同期と非同期について，解説動画の事例（非同期），オンラインによる個別指導の事

例（同期）や実際の同期型遠隔授業を紹介する。また，従来の黒板にかわってプロジェクタやモニタに出

力して図形や数式を書いて生徒指導する具体的な事例も紹介する。リモート授業についての生徒の感想や

アンケートも掲載されているので参照していただければ幸甚である。

リモートの内容：Google フォームによる小テスト（非同

期）, Explain EDU による解説動画（非同期）

キーワード：Google Classroom, Google フォーム , Explain

EDU, iPad, Apple Pencil
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　次の図 1 は実際に小テストを作成する際の画

像である。

　難しいプログラミングなどは一切必要なく，必

要事項を選択することで小テストを作ることがで

きる。問題文の数式は，あらかじめ画面をキャプ

チャするなどして 1 問ずつ画像で用意し，それ

を貼り付けることで見栄えのよい数式を表示する

ことができる。

　解答については，選択肢から選ぶ場合にはそれ

ぞれの選択肢ごとに画像を貼り付けることが可能

となっている。数値で答える場合には，生徒が全

角，半角などを使い分けられない可能性があるた

め，解答の設定時に「123」と「１２３」と２通

り設定するか，【解答は半角の数字で答えること】

と事前に伝えておくことが必要である。

　生徒へのフィードバックはコメント以外にもリ

ンク先へ誘導することが可能である。そのため，

間違えた問題を生徒は解答を見て終わるだけでな

く，次に紹介する小テストの各設問の解説動画を

視聴することで理解を深めることも可能である。

2.2  Explain EDU で作成した解説動画

　Explain EDU は有料のアプリケーションで買

い切り型の Explain EDU と，サブスクリプショ

ン型の Explain Everything Whiteboard の 2 つ

が用意されている。iOS だけでなく様々な OS に

対応している。筆者は，画面上に数式や図，文

字を書いて説明するため，Explain EDU に iPad

＋ Apple Pencil を利用している。

　この Explain EDU はホワイトボードとして画

面に書き込んだものをそのまま録画できるアプリ

ケーションである。画像，図形なども貼り付ける

ことができ，その上に書き込むことも可能であ

る。優れていると感じている点は，修正をする際

に最初から撮り直しではなく間違えた部分だけを

撮り直すことができる点である。動画の後半で修

正が必要になった場合に，最初から撮り直す必要

がない点がメリットである。

　動画を作成する際には，教員自身が黒板の前に

立ちカメラに向かって授業をし，それを録画する

方法もある。この方法のメリットは教員が映るこ

とで生徒に安心感を与えられる点であろう。一

方，黒板などがないと録画できないため自宅な

どでは気軽に撮影することができない。Explain 

EDU は iPad の画面をホワイトボードのように

利用し，書き込みをしながら声をあてることので

きるアプリである。そのため，解答のみが載って

いる解説と異なり，問題を解く手順や途中の計算

における注意点などを説明した動画の作成が可能

となる。さらに，ホワイトボードの画面と声のみ

の動画となるため，静かな場所であればどこでも

作成できるというメリットがある。

　図 2 は，Explain EDU で動画を作成する際の

iPad 上での画面である。初期設定では背景色は

白（iPad のダークモードでは黒）となっている。

背景色はテンプレートを作成することができる。

白地に黒のペンでの書き込みより，背景を濃い緑

にして白のペンで書き込む黒板の形式の方が生徒

にとっては見やすいようである。

 

　

　あまりに長い動画を見続けることは生徒にとっ

て容易ではない。そのためできる限り簡潔な動画

図 2　Explain EDU での動画作成画面

図 1　Google フォームによる小テストの作成
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を作成することが望ましい。

　作成した動画は .mp4 や .mov の形式で Google

ドライブなどに書き出すことができる。また，事

前に YouTube のアカウントと紐づけておくこ

とで YouTube にアップすることも可能である。

3．まとめ

　ここでは小テストとその解説動画の活用の概要

を示した。

　Google フォーム，Explain EDU ともにイン

ターネット上には利用の方法が溢れている。具体

的な操作方法についてはそちらを参照していただ

ければ幸いである。

　これまで，小テストでは紙の問題を配布して，

それを回収し，添削，採点し返却してきた。

Google フォームをはじめとする ICT を活用する

と，小テストの配布，回収，フィードバックのす

べてが端末の中で終えることができる。臨時休校

時でなく，通常授業においても ICT を活用する

ことで紙を印刷する手間と時間，紙の無駄も無く

すことができ，各生徒が自分に合った復習に取り

組めるというメリットがある。

　ICT の活用は始めるまでの一歩目に大きなハー

ドルがあるが，その一歩にぜひ挑戦していただけ

ると幸いである。

２　授業に参加する生徒に合わせた動画作成

芝浦工業大学柏中学高等学校　古宇田　大介

1．はじめに

　休校期間中に，教科学習を促進させるために２

種類の動画を作成して非同期型授業をし，Google 

Classroom を通して生徒たちに配信を行ってき

た。巷には既に数多くの動画が溢れている中で，

正直なところ教科書の内容レベルに関する解説動

画もわかりやすいものが多く出されている。その

ような中で，１人の教員が動画を作るよさを考え

たとき，いかに自分の担当する生徒の声を取り入

れた動画を制作するかにこだわった結果，このよ

うな取り組みとなった。以下，生徒から回収した

アンケートを踏まえて，この取り組みの振り返り

報告を行いたい。

2．実践の内容

2.1　生徒の質問に答える動画

動画を作るメリット

　生徒の声をもとに授業を進めるので，教科書解

説のみの動画授業に比べ生徒が参加しやすい。ま

た，質問をまとめる，順番を変えるなどの方法に

より，授業内容を構成することができる。

作成の流れ

①　各授業の終了時に振り返りとして質問があれ

ば図１のように Google フォームに記入してもら

う。１ の芝辻先生の実践例 2.1 を参考に作成する

とよい。フォームに回答する形式としては，記述

式テキストなども設定が可能である。

②　生徒の質問を回収し，質問項目を一覧表にす

る。Google フォームの回答は，ボタンを１つ押

すだけで表計算ソフトである Google スプレッド

シートに書き出すことができる。このとき，似た

内容の質問をまとめておくとよい。まとめ方は後

述する。

リモートの内容：生徒の質問から作る動画（非同期），生

徒の考えを共有する動画（非同期）

キーワード：Google Classroom, Google フォーム , Google

スプレッドシート , Explain EDU

図１　質問を回答するフォームを作成
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③　まとめた質問の表を画像にして，質問にコメ

ントをする形で録画する。Explain EDU を使用

するが，概要については芝辻先生の実践例 2.2 を

参照してほしい。	

配慮しておくとよいこと

　教科書の例題内容などの解説動画は既に多く公

開されているので，そちらの活用を検討するのが

よい。動画作成の負担軽減のためである。

　解説動画の時間はできるだけ短くする。質問項

目について分類ルールを決めておくとよい。以下

に分類ルールの例を示す。

例題，問題の解説に対する質問（問題の理解

と解決の手続）→生徒の質問では問題の理解

に関するものが多い傾向がみられた。

定義やルールに関する質問（テスト解答上の

ルールなど）→「何故（～と約束するのです

か）？」という質問を大切にして，その妥当

性を解説すると，動画が作りやすい。

論理的な理解に対する質問（定理の証明方法

など）→質問への回答として，より丁寧な解

説動画を提示すると，解決できる場合もある。

その他素朴な質問→生徒の疑問を活用して授

業を展開すると面白いものになるが，話が広

がりすぎないように配慮が必要。

2.2　生徒の答案を解説・紹介する動画

動画を作るメリット

　教科書の説明よりも，知人・友人の答案に対す

る興味・関心が高く，生徒はより動画に集中する

ことがわかった。また，生徒への注意点などの情

報を，より正確に伝えることができる。

作成の流れ　

①　生徒に問題を出題する…配信でも紙で問題を

配布してもよい。

②　生徒は問題を解いて提出…生徒の提出形式は

スマホのカメラでも文書のデータでも良い（形式

は問わない）が，それらを画像にして，Explain 

EDU に取り込む。概要については芝辻先生の

実践例 2.2 を参照。具体的な方法については，

YouTube にも説明が多くあるので，そちらも参

照頂きたい。

③　答案を画面に表示しつつ，解説を録画する

下図４の例は，三平方の定理の応用問題を解いた

生徒の答案の解説。答えに二重根号が表れた際に

生徒は疑問が出たようだ。

　

配慮しておくとよいこと

　生徒名の公表については，十分な配慮が必要で

ある。ただし，動画の公開範囲を限定するなどし

て本人に了承が得られるならば，生徒たちには大

いに刺激となっていたようだ。また，褒めること

を何かしら入れて「明確に」伝えることで，生徒

たちの取り組みが積極的なものに変化した。その

上で，改善点を指摘する場合には，具体的かつ的

図２　生徒の回答を Google スプレッドシートに書き出す

図３　表にコメントを書き込みながら録画

図４　生徒の答案を取り込んだ解説動画
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確に伝えることが，解答を作成した本人にも，周

りの生徒にも重要である。

3．今後に向けて

　今回の取り組みは，コロナ禍による休校中に教

員と生徒たち，また生徒間の繋がりを作る動画と

しての効果もみられた。特に，生徒の答案を解説・

紹介した後の生徒コメントには，「◯◯君の考え

方に驚いた。スゴイ！」といった，普段の教室で

は声になりにくいものも多くあったため，無理の

ない範囲でフィードバックを行った。オンライン

の授業に高い壁を感じている教員は少なくないと

感じているが，生徒たちのこのような声を聞ける

ことは，動画作成をする１つの楽しみになってい

る。今回のレポートが，先生方の壁の高さを少し

でも下げ，壁の先に見える面白さをお伝えできて

いることを切に願っている。

３　臨時休業前後でのタブレット端末の活用

静岡県立静岡東高等学校　神谷　隼基

1．はじめに 

　２月の終わりに一斉休校の要請があり，日本全

国の学校が長期にわたる臨時休業となった。 

　文部科学省によると，公立高等学校の 47％が臨

時休業中に「同時双方向型のオンライン指導を通

じた家庭学習」を行っている。全国的に ICT の活

用が一気に加速したと考えられる。

　臨時休業期間には，生徒の学習支援のため，多

くの教員がオンラインを活用した授業を実践し

た。限られた設備と既存のルールの中で，慣れな

い ICT 機器に苦心しながらも試行錯誤された方

が多いだろう。先生方の努力は，インターネット

等を通じて日々実践事例として紹介され，それを

糧にまた多くの実践を生むといった，一種のムー

ブメントとなった。

2．休校期間の対応

　静岡県でも，県内公立高校が臨時休業となっ

た。４月７日には再開したものの，４月 10 日に

は再び休業となった。

　本校でも，オンラインを活用した生徒の学習支

援が行えないか検討に入り，生徒を対象に，家庭

での ICT 環境調査を行った。その結果，99.2%

の生徒がスマートフォンを所持し，98.9% の家庭

に Wi-Fi 環境が整備されていることが確認できた

ため，オンラインによる学習支援を学校として取

り組むこととなった。ICT 環境に不安のある生

徒は，個別に対応する方法を整えた。先行導入さ

れていた Classi に加え，G Suite for Education

を新たに活用できるように校内の ICT 環境を整

備した。

3．オンラインによる個別指導（同期型）の実施

　１年の数学 I「数と式」，「集合と命題」にあた

る学習内容について，副教材の問題を指定して，

演習に取り組ませた。複数回にわたり進捗状況を

アンケート調査したところ，易しい問題は各自で

解説を読み，取り組むことができているようで

あった。しかし，難易度の高い問題に苦労する生

徒が多くいることがわかった。また，「自宅での

家庭学習のみだとわからない問題を質問できな

い」との声もあった。そこで，ビデオ会議システ

ム「Zoom」を使用してオンラインでチュータリ

ングを実施した。

　設定した時間に Zoom の会議室を開放し，希

望する生徒が順次入室する。他の生徒がいると質

問がしづらいという生徒がいることを想定し，

リモートの内容：オンラインによる個別指導（同期）

キーワード：Zoom, G Suite for Education, 

Google Classroom, GoodNote5, iPad, AppleTV

図１　オンラインによる個別指導の様子
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Zoom の「待機室機能」を活用して，教員の許可

のもと会議室に 1 人ずつ案内して対応した。

　教員側は，生徒の様子を見るパソコンと書いて

説明するための iPad の両方でログインをした。

iPad で は 有 料 の ノ ー ト ア プ リ ケ ー シ ョ ン

GoodNotes5 を利用し，生徒と画面共有をして，

数式などを書きながら生徒の質問に回答した。

　実施後のヒアリングでは，「１人では不明だっ

た点が解消できてよかった」「個人で学習してい

ると正解なのか，正しい方法なのかがわからず不

安だったため，続けてほしい」との声が多く，生

徒の不安感を解消するのに一定の効果があったの

ではないかと考えられる。

4．休校あけの活用

　５月 25 日より，県内公立高校が再開となっ

た。休業期間に iPad で多くのことに取り組んだ

ため，通常の授業でも活用したいと考えた。そこ

で今年度の授業では iPad と GoodNotes5 を活用

して，すべての板書を行うこととした。

　本校は，普通教室にプロジェクタと AppleTV

が常設されている。授業では，画面ミラーリング

機能で，AppleTV を介して iPad 上の画面をプ

ロジェクタで投影している。

　板書のデータは PDF 形式で書き出し，Google 

Classroom でその日に使用したプリントデータ

と一緒に生徒に配信をする。これにより，授業を

欠席した生徒がいても，自宅でその日の授業内容

を確認してから翌日以降参加することができる。

また，出席していた生徒も授業内容を振り返って

復習することができる。「黒板にチョークで」と

いう声は挙がっていない。また，授業時に書き込

んだ内容がすべてデータとして残るため，教員側

の授業改善にも役立つと考える。

　同様のアプリケーションとして，Metamoji や

Google Jamboard がある。 

5．今後の課題と展望

　臨時休業があけ，日常を取り戻しつつある昨今，

オンラインを活用した教育活動に取り組む学校も

あれば，従来の一斉指導に戻る学校もある。し

かし，教育現場の ICT 化は加速することになる。

実際に GIGA スクール構想が前倒しになり，公

立校も急ピッチで ICT 環境の整備を進めている。

来年度には小中学生が１人１台の端末をもつこと

になり，そのような世代が高校へ入学する。高校

でも１人１台の端末所持が検討に入っている。

　決して対面授業の代替ではなく，生徒の「主

体的・対話的で深い学び」に寄与するよう，ICT

機器やオンライン環境を生徒も教員も活用できる

ような授業デザインが今後の課題である。

　これまで対面では考えられなかったようなこと

もオンラインで実現できる可能性がある。オン

ラインだからこそ育成できる資質・能力とはな

にか，増強できる教育効果はなにかを考え，ICT

との共存を図っていきたい。

図２　GoodNotes5 とプロジェクタを利用した板書

図３　プロジェクタで投影した様子
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４　同期型遠隔授業

芝浦工業大学附属中学高等学校　金森　千春

　

1．はじめに

　文部科学省（2020）によると，昨年 6 月 23 日

時点で，公立高等学校の 47% がコロナ禍の臨時

休業中に同期双方向型オンライン指導（以下，同

期型遠隔授業）を行っており，教科書や紙の教材

の活用，デジタル教科書やデジタル教材を活用し

た家庭学習に続き，高い割合となっている。本校

は東京にある私学中高一貫校として，緊急事態宣

言が発令された当初から同期型遠隔授業を行って

きた。そこで得られた知見を述べる。

２．同期型遠隔授業（数学）の概要

　本校は 3 年前から生徒１人 1 台の端末所持を

実現し，有料サービスとして Classi，ロイロノー

ト，Metamoji Classroom を導入している。G 

Suite for Education も活用できる。2020 年 1

学期の同期型遠隔授業は次の通りである。 

段階 1　　4 月～ 5 月 9 日（5 週間） 

教科書・副教材送付，課題はオンライン配布

段階 2　　5 月 11 日～ 5 月 30 日（3 週間）

全校時間割に基づく同期型遠隔授業

段階 3　　6 月 1 日～ 6 月 27 日（4 週間）

午前登校週 1 日＋同期型遠隔授業週 5 日

以降は全校午前登校， 7 月 13 日から全校通常登

校を経て，ニューノーマルな学校生活に戻った。

　同期型遠隔授業では，中学 1 〜高校１年生は

実技教科以外の科目，高校 2,3 年生は在籍コース

に合わせた科目が指定された。午前は 30 分授業

5 コマと１5 分の休み時間，午後は課題学習の時

間とし，Zoom 上で質問を受け付けた。本来 50

分の授業時間を 30 分にして休み時間を長く確保

したのは，Zoom に不慣れな教員や生徒に配慮す

るため，はじめて取り組む同期型遠隔授業の負担

感を無くすためである。ちなみに，授業時は通信

量を抑えるためにビデオオフとし，その代わり，

毎朝の HR はビデオオンを義務とし，出席管理

と生徒の規則正しい生活の支援を目的とした。接

続不良などの対応のために毎日学年 1 名ずつの

教員が日直として出勤した。 

３．同期型遠隔授業（数学）の実践

　担当する高３生 (3 クラス 107 名 ) は同期派と

非同期派が拮抗していたため，どちらにとっても

満足できるように以下の目標を達成する授業設計

を目指した。

　[12 分： 知 識 の 確 認 ] 生 徒 と 問 答 し な が ら

Zoom の画面共有の機能を利用して，実際にペ

ンで書きながら例題を解く（図１）。Metamoji 

Classroom を使用したが，書いている様子が伝

わればカメラでもよい。このやりとりで生徒の理

解を確認する。

[8 分 ] 生徒が各自で問題を解く。 

[10 分 ] 生徒を指名して答え合わせ・解説をする。

　画面共有して書きながら解説する授業形式を五

件法（１よくない，２あまりよくない，３まぁ

まぁ，４よい，５大変よい）で質問した結果，平

均値は 3.74 であった。高評価の理由としては，

「普段の授業と同じ形式だから」25 人，「動画と

は違って，その場で質問や教師とのやりとりがで

きるから」10 人，「板書が近くに見えて取りやす

リモートの内容：同期型遠隔授業

キーワード：Zoom, Google Classroom, 

Metamoji Classroom, YouTube

同期型遠隔授業でも他者と関わりをもつ

周囲の考えを聞ける

自分のペースで復習できる機会を担保する

30 分間を有効に使う

図１　画面共有しながらの解説
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い」５人，「気合が入る，やる気になる」５人があが

る。しかし，「回線落ちして授業が聞こえないこ

とがある」「自分が見たいところをその場で見返

せない」などの意見もあった。それらは同期型遠

隔授業開始前からある程度想定されていたため，

毎回の授業 30 分間を Zoom の録画機能で録画し

ただけの授業記録動画を YouTube で限定公開

した。78.5% が使用し，73.1% が「あって助かっ

た」と回答した。

４．生徒アンケート結果

　７月下旬に全校生徒アンケートを実施し，四件

法・五件法を１～５の間隔尺度で数値化した ( 表

１，N=1150，n=942）。数値が高いほど肯定が

強い。図２は，同期型遠隔授業でよかったところ

を複数選択可で質問した結果である。 

　生徒たちの感想をいくつか挙げる。「同期型遠

隔授業でできることは同期型遠隔授業の方が自

習時間や復習を効率よく進められる。（中１）」

「動画を先生が再生するのではなく自分たちで

再生した方がノートを写しやすい。（中１）」

「画面が近いこと・授業を見返せることでノート

が取りやすく授業に集中できる。通学時間を家で

の自習に使えたり，暑い通学路を通わずに授業を

受けられ，同期型遠隔授業はほぼメリットしか

ない。（高３）」という肯定的な意見もあれば，ネッ

トワークの繋がりにくさや教員が同期型遠隔授業

に取り組みやすくするために使用するツールを学

校・学年で統一しなかったことによる生徒の使い

にくさなどから，同期型遠隔授業の内容よりも環

境面が整わなかったことによる否定的な意見も挙

げられた。

５．同期型遠隔授業の留意点

　同期型遠隔授業を実施する上で心がけたいこと

が 4 点ある。それは，

①　いつもより意識してコミュニケーションを取

ること（教師⇆生徒，生徒⇆生徒）

②　指示を明確にすること（指示が伝わりにくか

ったり，その場で理解できないときに尋ねること

が簡単にできない環境にあったりするため）

③　生徒が気軽に質問できる，話ができる場を設

定すること（同期型遠隔授業では些細な質問がし

づらいため）

④　生徒が自分にとってベストな学習環境を選択

できるよう準備すること（環境が整わなかったり

学び方が合わなかったりする生徒のための授業記

録動画など）

である。これらは，同期型遠隔授業という生徒の

理解度が掴みにくい授業形態において，数学の学

習に興味と意欲を持ち，誰一人取り残すことなく

授業を行っていく工夫である。コロナの状況に関

わらず，同期型遠隔授業のニーズは高い。数学の

授業をどのように同期型遠隔授業で行うかの一例

として参考になれば幸いである。
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